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JOYFUL HONDA CO.,LTD.

１ 売上高（連結）は前期比 106.9%と伸長（うち、株式会社本田の連結寄与3.8pt）

営業利益（連結）は同 90.8%も、期初計画通りに進捗
◼ 長雨や局地的な豪雨などの天候不順により季節商材が伸び悩んだ一方、幅広い品揃えを背景に

補修・防災需要を取り込み、売上高は伸長

◼ 27/6期の賞与算定方針の見直しに伴い、26/6期は第4Qに偏っていた人件費の計上が平準化し、
第1Q人件費が前年同期比で増加。これにより営業利益は減少したものの、当該影響は期初計画に
織り込み済み

２ 将来の利益創出を見据え、店舗業務の効率化と競争力強化を推進
◼ 店舗業務の自動化・集約化により、従業員が専門性の高い接客・売場づくりに注力できる体制を

整備

◼ お客様目線の売場づくりや店舗改装・業態変更を通じて店舗の魅力を高め、中長期的な販売力・
収益力の向上を目指す

27/6期 1Q決算のポイント
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＜本資料の前提＞
◼ 26/6期第3Qより、株式会社本田の業績を連結業績に含む
◼ このため、27/6期第1Qの前年同期比較は、連結業績と26/6期第1Qのジョイフル本田単体業績との比較とする
◼ 本資料における27/6期単体の数値は、内部取引を控除した実質ベースで算出しているため、会計上の報告数値とは異なる場合がある



JOYFUL HONDA CO.,LTD.

P/L（連結）
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26/6期
（単体）

27/6期 上期予想
前期比

上期予想
進捗率 （参考）株式会社本田

27/6期
金額 ％ ％

売上高 32,102
(100.0)

34,325
(100.0)

69,700
(100.0)

+2,222 106.9 49.2 1,239
(100.0)

売上総利益 10,094
(31.4)

10,781
(31.4)

22,090
(31.7)

+686 106.8 48.8 324
(26.2)

営業収入 1,747
(5.4)

1,840
(5.4)

3,550
(5.1)

＋92 105.3 51.8 19
(1.6)

営業総利益 11,842
(36.9)

12,621
(36.8)

25,640
(36.8)

+778 106.6 49.2 344
(27.8)

販管費 9,133
(28.5)

10,161
(29.6)

21,290
(30.5)

＋1,027 111.2 47.7 398
(32.1)

営業利益 2,708
(8.4)

2,460
(7.2)

4,350
(6.2)

△248 90.8 56.6 △53
(△4.4)

経常利益 3,007
(9.4)

2,782
(8.1)

4,930
(7.1)

△224 92.5 56.4 △43
(△3.5)

税引前純利益 2,991
(9.3)

2,778
(8.1)

4,880
(7.0)

△213 92.9 56.9 862
(69.6)

純利益 2,073
(6.5)

2,089
(6.1)

3,350
(4.8)

+15 100.8 62.4 859
(69.4)

注：単位は百万円、％、（ ）内は売上高比率、百万円未満切り捨て、小数点以下第2位四捨五入
注：26/6期第1Qはジョイフル本田単体、27/6期第1Qは株式会社本田を含む連結業績であり、前年同期比較には連結範囲変更の影響が含まれます。
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P/L（ジョイフル本田単体）

3

26/6期 27/6期
前期比

コメント（対前期比）

金額 ％

売上高 32,102
(100.0)

33,085
(100.0)

+983 103.1
◼ 既存店前期比 101.5%
◼ リフォームGRPが二桁増収

売上総利益 10,094
(31.4)

10,441
(31.6)

+346 103.4
◼ 売上総利益率は計画値どおりに推移
◼ 天候不良の影響により、利益率の高い殺虫剤や季節品の売上が低迷

営業収入 1,747
(5.4)

1,829
(5.5)

＋81 104.7

営業総利益 11,842
(36.9)

12,271
(37.1)

+428 103.6

販管費 9,133
(28.5)

9,778
(29.6)

＋644 107.1
◼ 賞与算定方針の見直しに伴う計上平準化により、1Q人件費が前年
同期比で増加

営業利益 2,708
(8.4)

2,492
(7.5)

△216 92.0

経常利益 3,007
(9.4)

2,810
(8.5)

△196 93.5

税引前純利益 2,991
(9.3)

2,806
(8.5)

△184 93.8

純利益 2,073
(6.5)

1,908
(5.8)

△165 92.0

注：単位は百万円、％、（ ）内は売上高比率、百万円未満切り捨て、小数点以下第2位四捨五入
注：本資料における単体の数値は、内部取引を控除した実質ベースで算出しているため、会計上の報告数値とは異なる場合があります。
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商品グループ別売上高および売上総利益（ジョイフル本田単体）
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▮ 売上高の増減 ▮ 売上総利益の推移

（百万円、％）（百万円）

◼ 新店効果や豪雨による家屋補修・補強用資材の需要が高まり、資材・プロ用品GRPが堅調に推移

◼ 水回り工事の売上高伸長、カーポートの引き合い件数の回復によりリフォームGRPが大きく伸長

◼ 売上総利益率は、住まいの分野の構成比拡大とインテリア・リビングGRPの利益率改善によって上昇

10,072
10,344

10,094
10,441

住まい 生活 売上総利益率

生活住まい

   

△   △    

      

△  △   

    合計

32,093

32,587

   

△   △   

      

△  △   

26/6 資材・
プロ用品

インテリア・
リビング

ガーデン・
ファーム

リフォーム デイリー・
日用品

ペット・
レジャー

その他 27/6

既
存
店

全
店 32,102

33,085



JOYFUL HONDA CO.,LTD.

◼ 将来の成長に向けた人財・店舗への継続的な投資により販管費が  
◼ 人財の確保・定着と安定的な賞与支給を目的として、27/6期の賞与算定方針を見直し。これにより、前期4Qに偏って
いた人件費の計上が平準化し、1Q人件費は前年同期比で約3.8億円  。なお、当該影響は期初計画に織り込み済み

5,035 5,162 5,038 5,423 

905 775 799 
856 

330 420 408 
456 

1,705 1,757 1,990 

2,109 

100.0 99.5 99.8 99.2 

24/6 25/6 26/6 27/6

販管費と総労働時間の推移（ジョイフル本田単体）
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＊ 広告宣伝費は「その他」に含む
＊ 決算補足資料では継続性の観点から外注作業費を人件費に組み込んでおりましたが、26/6期資料より販売費に組み入れた数値を使用しています

▮ 販管費と総労働時間の推移 ▮ 主な販管費（その他）前期比

▮ 電気料金の増減

（百万円）（百万円、％）

8,861 8,978 9,133

9,778

※ 総労働時間24/6期比 △0.8%（24/6期を100とした場合）

26/6期 27/6期 前期比

管理諸費 128 171 ＋43

クレジット手数料 393 435 +41

保安管理費 487 529 ＋42
… …

その他合計 1,990 2,109 +119

人件費 減価償却費 水道光熱費 公租公課 賃借料

その他 総労働時間
26/6 27/6

電力単価 電気料金

26/6 27/6

+15.8%+34.8% 電気使用量は前年比で
減少したものの、電力
単価の上昇により、電
気料金は増加



JOYFUL HONDA CO.,LTD.

26/6期
期末

27/6期
1Q末 前期末比 コメント（対前期末比）

資
産
の
部

流動資産 57,948 57,088 △859

◼ 現金及び預金 △2,707百万円
◼ 商品の増加要因は、専門店の出店とシルバーウィーク用の在庫確保が影響

現金及び預金 25,193 22,485 △2,707

売掛金＊1 4,986 5,221 234

商品＊2 24,465 26,100 1,635

固定資産 109,724 109,090 △633

資産合計 167,672 166,179 △1,493

負
債
・
純
資
産
の
部

流動負債 22,821 22,655 △165

◼ 長期借入金の約定返済により、固定負債が減少

買掛金 8,014 9,045 1,030

短期借入金 0 0 ー

1年内返済予定の長期借入金 4,317 3,896 △421

固定負債 18,412 17,393 △1,019

長期借入金 5,476 4,678 △798

負債合計 41,234 40,049 △1,184

株主資本合計 124,831 124,387 △444

純資産合計 126,438 126,129 △308

負債・純資産合計 167,672 166,179 △1,493

B/S（連結）
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＊1： 売掛金には契約資産を含む
＊2： 商品には、仕掛品、未成工事支出金、未着品、原材料及び貯蔵品を含む
＊2025年9月30日に株式会社本田の全株式を取得し子会社化

(百万円)



JOYFUL HONDA CO.,LTD.

24/6期
（単体）

25/6期
（単体）

26/6期
（単体） 27/6期 主な内訳

営業活動によるCF 3,317 1,670 2,134 1,696 ◼ 税引前当期純利益 ＋2,778

投資活動によるCF △709 △662 △1,361 △847 ◼ 有形・無形固定資産の取得支出 △1,044

財務活動によるCF △7,396 7,728 △3,120 △3,763
◼ 長期借入金の返済支出 △1,219
◼ 配当金の支払 △2,539

現金及び現金同等物の  額 △4,789 8,735 △2,347 △2,914 ◼ 上記CFの合計

非連結子会社との合併に伴う現金
及び現金同等物の  額

ー ー ー ー

現金及び現金同等物の期末残高 30,195 36,155 29,870 22,266

設備投資および 価償却費、キャッシュ・フロー（連結）
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▮ １. 設備投資および減価償却費

（百万円）

▮ ２．キャッシュ・フロー

（百万円）

24/6期
（単体）

25/6期
（単体）

26/6期
（単体）

27/6期 コメント 27/6期末予想

設備投資 369 201 755 635 ◼ 店舗施設とシステムの改修を開始 6,250

 価償却費 905 775 799 875 3,700



JOYFUL HONDA CO.,LTD.

各店舗の周辺環境を踏まえたうえで現場力向上に繋がる改装を実施

1Qの取り組み

ホームジョイ本田 石下店のエリア再編に着手

ジョイフル本田のMD・サービスを組み入れることで、お客様の利便性を
向上させるとともに競争力・商品力強化、利益率改善をめざす

ジョイホン小山駅前店を業態変更

「暮らしをもっと楽しく、もっと快適に」をコンセプトに、地域の新たな
生活拠点となる複合商業施設（テナント数 22店舗）にリニューアル

▮ 店舗の魅力向上

8

資材・プロ用品、ガーデン・ファーム、リフォーム、ペット・レジャーの各グループを一層強化



JOYFUL HONDA CO.,LTD.

1Qの取り組み

▮ 店舗の魅力向上

リニューアルした
JOYFUL HOME 荒川沖店
店内

今後は空間分析に基づいたレ
イアウトのガイドラインを策
定し、JOYFUL HOME各店舗
の改装を段階的に行っていく

屋号変更にとどまらず、新たな組織・評価制度で新事業年度をスタート
お客様への訴求力を高める接客体制を整えて、新たな提案を逐次投入予定

今期よりJOYFUL HOME 荒川沖店は、お客様の利便性を考慮して
ホームセンター敷地内に移転

ジョイフル本田リフォームからJOYFUL HOMEへ屋号変更

9



JOYFUL HONDA CO.,LTD.

店舗作業の効率化と商品鮮度の維持・向上を図り、接客時間を創出・販売機会を拡大

1Qの取り組み

・迅速な加工・配送により鮮度の高い切花をお届け
・センターで標準化された一定品質の花束を製作
・繁忙期にも柔軟対応を実現

商品価値の
向上

・店舗での定番花束の製作を縮減し、オーダーメイド花束の
製作や接客などの高付加価値業務に注力

・従来よりも細やかな接客でお客様の満足度向上

店舗の
生産性向上

切花 工センター（ 床）
花束の製作をセンターに集約

配送花束の製作検品・下処理

加工業務の集約化と供給体制の強化を推進

切花 工センターを 床

▮ 業務効率化と接客時間の創出

店舗

接客やお客様ご要望の花束製作に注力

産地・市場

新鮮な切花を産地・市場から調達

集 約 と 標 準 化

10
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1Qの取り組み

▮ 業務効率化と接客時間の創出

発注業務の効率化
・属人化を解消し、安定した発注が可能
・発注作業の時間を削減

売場の魅力を損なわない在庫管理の実現
・店舗ごとにカスタマイズした需要予測により、
適正在庫を維持しながら機会損失を低減

創出した時間の活用
・時間外労働の削減に寄与
・接客、売場づくりの時間を創出
・季節やイベントへの対応を充実

100

30.2

導入前

導入後

テスト商品部門における売場の発注業務時間（％）

69.8％削 

シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果

AIを活用した自動発注システムの運用を開始

商品特性に合わせた方式で発注数を確定

仕入先に自動で発注して
各店舗へ商品を配送、適正在庫を維持

需要予測型 セルワンバイワン型

一部の商品部門においては、全店で運用を開始。
他の商品部門においてもテスト運用を進めており、

今後段階的に対象を拡大していく

販売実績、天候、季節、
地域特性、トレンド、
登録された最低発注数
等をもとにAIが発注数
を算出

前回の発注から今回の発注までに
売場から減った数量を発注数とし
て算出

AIの活用

自動発注システムの運用範囲を段階的に拡大し、発注業務の効率化を推進。創出した時間を接客や売場づくりに振り向けることで、
店舗の販売力向上を目指す

11
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◼ アークランズ株式会社との共同持株会社設立（株式移転）に関する基本合意書を締結しており、
共同持株会社設立日以降は同社が配当を行うため、2027年6月期の期末配当を未定とする

◼ 中間配当は前期と同額の1株当たり42円を予定

株主還元

12
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※ 株式分割調整後の株式数ベースで記載

配当実績・予想

（円）

期末

中間

（予想）

【ジョイフル本田 配当方針】

26/6期中間配当より
DOE（株主資本配当率）
4.0%以上

配当方針に従い、持続的な
利益成長に合わせて累進配当を継続

20/6期期末配当より
DOE導入 2.0%目安

23/6期中間配当より
DOE 2.5%目安に変更

26/6期中間配当より
DOE 4.0%以上に引き上げ

42
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商品グループ別売上高および構成比の推移（ジョイフル本田単体）

13

注： 単位は百万円、％、（ ）内は売上高比率、百万円未満切り捨て、小数点以下第2位四捨五入

23/6期 24/6期 25/6期 26/6期 27/6期

住まい 17,435
(56.3)

17,383
(54.9)

17,867
(54.8)

17,680
(55.1)

18,574
(56.1)

資材・プロ用品 5,459
(17.6)

5,568
(17.6)

5,981
(18.4)

6,074
(18.9)

6,715
(20.3)

インテリア・リビング 4,187
(13.5)

4,168
(13.2)

4,224
(13.0)

4,169
(13.0)

4,153
(12.6)

ガーデン・ファーム 4,148
(13.4)

4,126
(13.0)

4,140
(12.7)

4,168
(13.0)

4,102
(12.4)

リフォーム 3,639
(11.8)

3,519
(11.1)

3,521
(10.8)

3,268
(10.2)

3,602
(10.9)

生活 13,531
(43.7)

14,251
(45.1)

14,715
(45.2)

14,422
(44.9)

14,511
(43.9)

デイリー・日用品 9,382
(30.3)

9,718
(30.7)

10,031
(30.8)

9,820
(30.6)

9,952
(30.1)

ペット・レジャー 3,878
(12.5)

4,308
(13.6)

4,439
(13.6)

4,341
(13.5)

4,331
(13.1)

その他 269
(0.9)

224
(0.7)

245
(0.8)

260
(0.8)

227
(0.7)

合計 30,966 31,634 32,583 32,102 33,085
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7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 計

2026年
6月期

土 5 4 5 4 4 5 4 4 4 5 4 5 53

日 5 4 4 5 4 4 5 4 4 5 4 4 52

祝 0 2 1 2 1 1 2 1 2 0 4 0 16

2027年
6月期

土 4 4 5 4 4 5 4 5 4 4 4 5 52

日 5 4 5 4 4 5 4 4 4 5 4 5 53

祝 1 1 0 4 1 1 2 1 1 1 4 0 17

差

土 -1 0 0 0 0 0 0 +1 0 -1 0 0 -1

日 0 0 +1 -1 0 +1 -1 0 0 0 0 +1 +1

祝 +1 -1 -1 +2 0 0 0 0 -1 +1 0 0 +1

土曜・日曜・祝日数一覧表（20日締）
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▮ 株式会社ジョイフル本田（証券コード 3191）

本社 茨城県土浦市富士崎一丁目16番2号

設立 1975年12月15日

資本金 120億円

連結売上高 1,328億円＊1

連結従業員数 4,835名（うち正社員1,973名）＊1

代表者 平山 育夫（代表取締役社長）

事業内容 ホームセンター事業、住宅リフォーム事業

店舗展開 ホームセンター 16店舗、専門店 17店舗

出店エリア
（ホームセンター数/専門店数）

千葉県（6/5）、茨城県（4/1）、群馬県（3/2）、埼玉県（1/4）、栃木県（1/2）、
東京都（1/3）

関連会社 株式会社MTJフィットネス、株式会社ジョイフルエーケー

＊1 2026年6月期末の数値
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【IRに関する問い合わせ先】

広報・IR部 E-mail：3191ir@joyfulhonda.co.jp
                      電話：029-822-2215 （代）

将来の見通し等に関する注意事項

本資料につきましては投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであり、売買の勧誘を目的としたものでは

ありません。

本資料は、2026年11月2日現在において入手可能な情報に基づき作成したものです。

本資料における将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保証を与えるものでは

ありません。また、将来における当社の業績が、現在の当社の将来予想と異なる結果がある点を確認された上で、

ご利用ください。

また、業界等に関する記述につきましては、信頼できると思われる各種データに基づいて作成されていますが、

当社はその正確性、完全性を保証するものではありません。

本資料は、投資家の皆様がいかなる目的にご利用される場合においても、ご自身の判断と責任においてご利用され

ることを前提にご提示させていただくものであり、当社はいかなる場合においてもその責任は負いません。
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